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研究紹介： 
本研究では、我々が近年開発してきた神経筋組織チップ（図）を⽤いて、球脊髄性筋萎縮症

（SBMA）の病態再現と分⼦病態解明に挑みます。神経筋組織チップは、運動ニューロンと
⾻格筋組織を共培養するためのマイクロデバイスです。⽣体に倣い、それぞれの細胞体を⻑
期間区画化した状態で培養でき、それぞれの細胞体や軸索選択的に刺激負荷が可能、また培

養筋組織の収縮⼒を定量可能という特徴があります。患者 iPS 由来分化細胞をデバイス上で
培養することで、SBMA の⽣体夾雑系を再構築した SBMA 神経筋組織チップを開発し、それ
を⽤いて疾患解析を⾏います。並⾏してデバイス改良も⾏い、治療薬スクリーニングのため

の基盤技術を確⽴します。 
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